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《研究速報》

1231－IMPによる肝シンチグラムの試み
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1．はじめに

　1231－N－isopropyl－p－iodoamphetamine（1231－IMP）

は，脳血流シンチグラムとして汎用されているが，

肝シンチグラムで得られた所見についての報告は

ない．

　われわれは，肝の占拠性病変を対象に1231－IMP

による検討を主としてSPECTによる撮像法につ

いて行い，興味ある所見を得たので報告する．

II．対　　象

　生検または血管造影で診断された肝の占拠性病

変を持つ8症例について検討した．内訳は，肝細

胞癌5例，転移性肝癌2例（原発巣胃癌1例，乳

癌1例）肝血管腫1例であった．

ては，血液プールの状況を検討するために，

99mTc－RBC　15mCi投与後の平衡時にSPECTに

よる撮像を追加した．データサンプリングは，仰

臥位にて1step　20秒，64　step，360°回転で行い，

windowは，159　keV±20％に設定し，画像再構成

は画像マトリックス64×64にて行った．

　SPECTの再構成法は，9点smoothingを2回

再構成前に施行し，Shepp＆Loganのフィルター

によるfiltered　back　projectionを行い，吸収補正

はSorenson法を用い，吸収係数は0．08／cmとし

た．slice幅は2画素に相当し，約1．l　cmであっ

た．表示は，軸断，矢状断，冠状断のそれぞれに

ついて行い，全てを検討の対象とした．

IV．症　　例

nl．方　　法

　使用機器は，中エネルギー平行コリメーターを

装着したHitachiγ　View　TまたはSiemens　ZLC

7500であり，それぞれのデータ処理装置は，

HARPおよび島津シンチパック2400である．

　検査は，1231－IMP（日本メジフィジックス社製）

を3mCi静注し，2時間後に肝のSPEcrを撮像

する方法で行った．なお，肝血管腫の1例につい
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　症例160歳男性，肝細胞癌

　肝細胞癌にて，肝動脈塞栓術およびリピオドー

ル動注を施行した後6か月を経過した症例であ

り，CTでは，肝左葉内側区域ドーム直下にリピ

オドールの残存とその周辺に低吸収領域が認めら

れ，再発が疑われた（Fig．1－a）．

　同症例の同時期の1231－IMPによるSPECTを
検討したところ（Fig．1－b・軸断面，　Fig．1－c・冠

状断面），CTで再発を疑われた部位に一致して異

常集積を認めた．

　症例2　61歳男性，肝細胞癌

　造影CT（Fig．2－a）では，肝左葉に腫瘤性病変

を2か所認めるが，正中部（左側）の腫瘤につい

ては，中心部に造影効果の認められない部分があ

り，壊死部分と考えられた．
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　同時期の1231－IMPによるSPECT（軸断面）で

は，右側の腫瘤には，明らかな異常集積を認め，

左側の腫瘤では，CTにて造影効果を認める部分

についてのみ集積があり，中心の壊死部分には集

積がなかった（Fig．2－b）．

　症例3　45歳女性，肝血管腫

　99mTc・RBCによる投与後2時間のいわば平衡

時における肝血液プール像についてのSPECT

（軸断面）では，肝左葉全体と右後区域の血管腫

の存在に一致して異常集積を認めた（Fig．3－a）．同

時期の1231－IMPによるSPECT（軸断面）では，

血液プール像にて集積を示した部分は欠損領域で

あった（Fig．3－b）．

V．結　　果

　肝細胞癌については，5例中2例，本剤投与後

2時間において肝実質より高い集積を呈した．そ

の集積は，CTで造影効果のある部位に認められ，

造影効果のない壊死部分は集積が認められなかっ

た．その他の肝細胞癌2例は低集積，1例は肝実

質と同程度の集積であった．転移性肝癌，肝血管

腫は全例低集積であった．

VI．考　　察

　肝における1231－IMP分布は脳と違って静注後，

比較的ゆるやかに上昇し，人間の場合，投与34

時間後でpeakに達し，その後ゆるやかに低下し

ていくものとされており1），われわれの観察所見

でもそうであった2）．このことは，肝のRI集積は

投与早期における多少のIMPの集積に加えて，

肺の血管内皮細胞に摂取されMFO（multiple

functioning　oxidase）等で代謝されたIMPの代謝

産物の経時的集積という2つの要因で構成される

との考え3）を支持している．森ら4）は肝のホモジ

ネートのTLCによる展開を行い，肝ではIMP
（RFO．52－0．55）の代謝産物に相当するスポットが

3っ（RFO－0．1，0．20－0．21，0．89－0．93）存在すると

述べている．

　今回，われわれの検討では，肝細胞癌の2例に

異常集積を認めた．肝細胞癌腫瘍部へのIMPの

集積も正常肝組織と同様，投与初期よりも時間と

ともに徐々に集積される傾向がみられたので，何

らかの代謝産物が腫瘍部に対して，より高い親和

性を示す可能性が考えられた．一方，低集積像を

示す肝細胞癌の2症例が認められた．いずれも壊

死部主体の腫瘍でTAEを何度も施行した後の症

例であり，治療前の症例と比べて腫瘍内のIMP

の代謝や血管構築の違いが加わり，低集積像を示

したと推測される．

　脳組織へのIMPの集積機序としては，1）細胞

内外液のpH勾配，2）非特異性受容体への接合，

3）細胞内での非脂容性物質への代謝などが考え

られているが5”7），腫瘍に対するIMPの集積機序

の詳細な報告はない．本研究で肝血管腫の例に集

積が認められなかったことは，集積機序が単に血

管腔の豊富さ，血液量の多さによるものでないこ

とを示しており，先述した可能性を含めて，今後，

症例を重ねて腫瘍部での動態解析やIMPの集積

と病理組織との比較を検討することにより，肝細

胞癌への集積機序を解明することは興味ある課題

と思われる．

　肝細胞癌で異常集積を呈したもののうち，症例

2のように，CTにて造影効果が認められる部分

に集積があり，壊死を示す部分に集積が認められ

ないという事実は，腫瘍のviabilityを反映してい

ると考えられ，本剤によるSPECT像が治療効果

判定の指標として使用し得ることを示唆している．

また，1231－IMPによるシンチグラムは，肺との重

なりがあるため，特に肝ドーム部などの病変の描

出に，難点があると思われたが，SPECTを併用

することで，その欠点は解消され，病変の描出が

可能となった（Fig．1）．

　1231－IMPによる肝シンチグラムで，肝細胞癌に

異常集積を呈するものがあることは，lMPの腫瘍

親和性の本質を探る上での一つの手がかりを与え，

また，臨床的にも，今後，腫瘍のviabilityの判定，

治療効果の評価に有用である可能性が考えられた．

VII．結　　語

8例の占拠性病変に対して肝の1231－1MPによ
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　　　Fig．1

C

a．The　CT　scan　rcveals　the　irregular

low－density　area　（arrow）around

the　lipiodol・・deposition　in　left　lobe

of　the　liver．　b．　A　hot　spot（arrow）

is　visible　in　left　lobc　of　the　liver　on

transaxial　plane　of　the　123J－IMP

scan．　c．　On　coronal　plane　of　the

1231－IMP　scan，　the　same　hot　spot

（arrow）in　b．　is　visiblc．
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Fig．2　a．　In　contrast　enhanced　CT，　two

　　　　　　well－defined　tumors　in　lcft　lobe　on

　　　　　　the　livcr（arrow）are　seen．　The　left

　　　　　　sided　tunlor　is　unhomogenously

　　　　　　cnhanced，　and　the　right　sided

　　　　　　tumor　is　wcll　enhanced．　b．　The

　　　　　　IL’31－IMP　scan（transaxial　plane　of

　　　　　　SPECT）shows　hot　spots（arrows）

　　　　　　correspondcd　ciosely　to　thc　en－

　　　　　　hanced　arca　of　tumors　on　contrast

　　　　　　enhanced　CT．
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Fig・3　a．gcJmTc－liver　pool　scan（transaxial

　　　　　　plane　of　SPECT）shows　hot　uptake

　　　　　　in　the　most　of　Ieft　lobe（1arge

　　　　　　arrow）and　right　posterior　segment

　　　　　　（small　arrow）．　b．1231－IMP　scan

　　　　　　（transaxiaj　plane　of　SPECT）shows

　　　　　　cold　lesion　corresponded　closely　to

　　　　　　the　hot　lesion　in　99mTc－liver　pool

　　　　　　scan（large　and　smallarrow）．
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るSPECT像を検討したところ，肝細胞癌の5例

中2例で，CTにて造影効果が認められるviability

の高い腫瘍巣に明らかな異常集積を認めた．しか

し，腫瘍の壊死部分には集積を認めなかった．こ

れは，本剤の特質を考える上で重要な示唆を含む

ものと考えられた．

　IMPを提供していただきました日本メジフィジック

ス社に深謝いたします．なお，本論文の要旨の一部は第

46回日本医学放射線学会総会（東京）および第27回日本

核医学会総会（長崎）にて発表した．
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Initial　Trials　of　Hepatic　lmaging　Using　1－123－IMP

Yuji　SuTo＊，　Yasushi　IsHII＊，　Masato　NoGucHI＊，　Teruo　ODoRI＊，

Shigekazu　NAKATsuGAwA＊，　Kanji　ToRlzuKA＊，　Toshio　IsHII＊＊，

Ken　MAsul＊＊，　Masanobu　SHABANA＊＊＊and　Yoshio　KATsuBE＊＊＊

　　　　　＊Depart〃7θ〃「（）f　Radiology，　Fuk〃∫Med’cal　SC乃001

　　　＊＊Depa〃〃le〃’of　Radiologγ，ルfats〃θRed　Cro∬」Hospita　l

＊口1）epar’〃lent（ゾ1～adio～bgツ，　Tottor’Uniwersit．アSchool　ofルledicine

　Hepatic　single　photon　emission　computed

tomography（SPECT）using　I－123－IMP　were　per－

fbrmed　in　8　space　occupying　lesions　of　the　liver．

All　of　metastatic　lesions　and　hemangiomas　showed

cold　spots．　Although　the　degree　of　I－123－IMP

uptake　were　various　in　hepatoma，　the　area　of

tumor　which　corresponded　closely　to　the　enhanced

parts　on　X　ray　CE－CT　showed　to　be　hot．　However，

the　necrotic　area　of　hepatoma　were　observed　to　be

cold．

　Hepatic　SPECT　using　I－123－IMP　may　be　useful

to　evaluate　the　viability　of　hepatoma．

　Key　words：　1231－iodoamphetamine，　Hepatic

scintigram，　Liver　tumor，　Hepatoma．
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